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【背景】 





 本研究対象国であるホンジュラスは中米で 2 番目に HIV 罹患率が高く、青少年の HIV 陽性率
















= 0.183, p < 0.05)、それは早い年齢での性行為の経験に影響を及ぼした(β = 0.207, p < 0.05)。２）
コンドーム使用：①無宗教の場合、親子の会話(β = 0.188, p < 0.01)や親のモニタリング(β = 
0.155, p < 0.05)がなされず、コンドームの使用頻度が少なくなった(β = 0.238, p < 0.01; β = 
0.142, p < 0.05)；②親の収入が低い場合、反社会行動をする仲間を持ち(β = 0.183, p < 0.05)、コ
81
（書式１２） 
ンドームの使用頻度が少なくなった(β = 0.135, p < 0.05)；③親的役割を担う成人の数が少ないほ
ど、仲間との連帯感は弱まり(β = 0.192, p < 0.05)、コンドームの使用頻度が少なくなった(β = 
0.183, p < 0.05)。３）性的パートナー数：無宗教の場合、親子の会話(β = 0.188, p < 0.01)や親の
モニタリング(β = 0.155, p < 0.05)がなされず、その結果性的パートナー数が増加した(β = 0.168, 
p < 0.05; β = 0.347, p < 0.001)。 
【結論】 
 ホンジュラス国都市部在住の高校生の HIV リスク行動は環境因子の直接的な影響のみではな
く、異なる社会システムに属する遠因的な因子から近因的な因子を介在する影響を受けることが
明らかになった。本研究は先行研究の限界を改善し、部分最小二乗法を用いたことで先行研究で
見遁された可能性のある環境要因の直接的及び介在的影響と青少年の HIV リスク行動の関係性
を明らかにしたものであり、国際保健学上の意義も大きい。  
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